




問３ 下の記述ア～エは４種類の気体の発生法と捕集方法 (図２) について述べたも

のである｡ これらのうちから正しいものを選んだ組合せとして最も適当なものを,

下の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ３

ア 酸素は, 塩素酸カリウムと酸化マンガン(Ⅳ)(二酸化マンガン)の混合物を加

熱すると発生し, 捕集方法(C)で捕集する｡

イ 二酸化炭素は, ギ酸を濃硫酸と加熱して脱水すると発生し, 捕集方法(B)で

捕集する｡

ウ 硫化水素は, 硫化鉄(Ⅱ)に希硫酸を加えると発生し, 捕集方法(A)で捕集す

る｡

エ アンモニアは, 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱すると

発生し, 捕集方法(A)で捕集する｡

① アとイ ② アとウ ③ アとエ ④ イとウ

⑤ イとエ ⑥ ウとエ
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図 ２

捕集方法(A) 捕集方法(B) 捕集方法(C)
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問４ ナトリウムおよびその化合物に関する記述として最も適当なものを, 次の①～

⑤のうちから一つ選べ｡ ４

① ナトリウムの単体は, 水と激しく反応して酸素を発生し水酸化物になる｡

② ナトリウムイオンを含む水溶液を白金線の先端につけて, ガスバーナーの外

炎中に入れると, 赤色の炎色反応を示す｡

③ 塩化ナトリウムに濃硫酸を加えて加熱すると, 二酸化硫黄が発生する｡

④ 炭酸ナトリウムは酸を加えたり, 加熱したりすると分解して二酸化炭素を発

生するため, ベーキングパウダー, 胃腸薬, 入浴剤などに利用されている｡

⑤ 水酸化ナトリウムは, 二酸化炭素を吸収して炭酸塩を生じる｡
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問５ 次の記述ア～ウに当てはまる金属の組合せとして最も適当なものを, 下の①～

⑧のうちから一つ選べ｡ ５

ア 単体は灰白色の金属で, 比較的イオン化傾向が大きく, 希硫酸に入れると水

素を発生して溶けるが, 濃硝酸に入れると不動態を形成する｡ 溶鉱炉中で酸化

物を一酸化炭素で還元することにより製造されている｡

イ 単体は赤色光沢のある軟らかい金属で, イオン化傾向が小さく希硫酸にはほ

とんど溶けない｡ 熱伝導性や電気伝導性が大きく, 展性・延性も大きいため電

線や貨幣に用いられている｡

ウ 単体は銀白色の軟らかい金属で, イオン化傾向が小さく希硫酸にはほとんど

溶けない｡ 硫黄とは比較的反応しやすく, 硫黄と加熱したり硫化水素にふれた

りすると黒色の硫化物を生成する｡ ハロゲン化物は写真の感光剤に用いられて

いる｡

化学Ⅰ

― 14 ―

ア イ ウ

① �� �� ��
② �� �� ��
③ �� �� ��
④ �� �� ��
⑤ �� �� ��
⑥ �� �� ��
⑦ �� �� ��
⑧ �� �� ��



問６ 鉄(Ⅲ)イオン, アルミニウムイオン, 銅(Ⅱ)イオンを含む水溶液の入った試験

管に, 次の操作(�)と(�)を行い金属イオンを分離した｡ 実験過程の沈殿やろ液
に関する記述として最も適当なものを, 下の①～④のうちから一つ選べ｡

６

操作(�) 十分な量のアンモニア水を加え, 生じた沈殿をろ過し, 沈殿アとろ液

イを分離した｡

操作(�) 沈殿アを新しい試験管に移し, 十分な量の水酸化ナトリウム水溶液を

加え, 生じた沈殿をろ過し, 沈殿ウとろ液エを分離した｡

① 沈殿アには, 水酸化鉄(Ⅲ)と水酸化銅(Ⅱ)が含まれる｡

② ろ液イには, アルミニウムのイオンが含まれる｡

③ 沈殿ウには, 水酸化鉄(Ⅲ)が含まれる｡

④ ろ液エには, 銅のイオンが含まれる｡
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第４問 次の各問い(問１～４)に答えよ｡ [解答番号 １ ～ ６ ] (配点 25)

問１ 炭素, 水素, 酸素よりなる有機化合物�の 4�88��を完全燃焼させ, 図１の装
置を用いて元素分析を行った｡ その結果, 燃焼した気体が通過した後の吸収管�
の重量は 3�60��増加し, 吸収管�の重量は 14�08��増加した｡
この実験に関して, 下の問い�～�に答えよ｡

� 次の記述中の空欄 ア ～ エ に当てはまる物質の組合せとして最も適

当なものを, 下の①～④のうちから一つ選べ｡ １

図１中の吸収管�には ア を吸収するために イ が入っており, 吸

収管�には ウ を吸収するために エ が入っている｡
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図 １

乾いた酸素

試料

白金皿

バーナー

酸化銅(Ⅱ)
吸収管� 吸収管�

ア イ ウ エ

① 水 塩化カルシウム 二酸化炭素 ソーダ石灰

② 水 ソーダ石灰 二酸化炭素 塩化カルシウム

③ 二酸化炭素 塩化カルシウム 水 ソーダ石灰

④ 二酸化炭素 ソーダ石灰 水 塩化カルシウム



� この化合物�の組成式として最も適当なものを, 次の①～⑤のうちから一
つ選べ｡ ただし, 原子量は�＝1�0, �＝12, �＝16 とする｡ ２

① ���� ② ����� ③ ����� ④ ����� ⑤ ������� 次の文章中の空欄 オ ・ カ に当てはまる数値の組合せとして最も適

当なものを, 下の①～⑥のうちから一つ選べ｡ ３

化合物�は分子量が 150 以下で, ベンゼン環を１個もっている｡ �の異性
体のうち, 分子内にエーテル結合をもつ一置換ベンゼンは オ 種類存在し,

塩化鉄(Ⅲ)水溶液を加えると青紫～赤紫色を示す二置換ベンゼンは カ 種

類存在する｡

問２ 次の記述①～⑤のうちから誤りを含むものを一つ選べ｡ ４

① エタノールは, エチレンに水を付加すると得られる｡

② 2�プロパノールの酸化で生じる物質は, 還元性を示さない｡
③ 酢酸カルシウムを空気を断って熱分解(乾留)するとアセトンが得られる｡

④ ２価カルボン酸のフマル酸は, 加熱すると分子内で脱水して酸無水物になる｡

⑤ 酢酸エチルに水酸化ナトリウム水溶液を加えて熱すると, 反応して均一な溶

液になる｡
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オ カ

① １ ３

② ２ ３

③ ３ ３

④ １ ６

⑤ ２ ６

⑥ ３ ６



問３ 次の記述ア～ウはそれぞれ二つの化合物を化学反応で区別する方法を述べたも

のである｡ 正誤の組合せとして最も適当なものを, 下の①～⑧のうちから一つ選

べ｡ ５

ア メタノールとエタノールはヨウ素と水酸化ナトリウムを加えてあたためるこ

とによって区別できる｡

イ ステアリン酸とオレイン酸はアンモニア性硝酸銀を加えることによって区別

できる｡

ウ アニリンとトルエンはさらし粉水溶液を加えることによって区別できる｡
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ア イ ウ

① 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

⑦ 誤 誤 正

⑧ 誤 誤 誤



問４ アニリン, 安息香酸, ナフタレンを溶かしたジエチルエーテル溶液を分液漏斗

に移し, これに希塩酸を加えた｡ この混合液を激しく振り混ぜた後, 静置すると

図２のように２層に分離した｡ この反応の記述として最も適当なものを, 下の①

～⑤のうちから一つ選べ｡ ６

① 上層にはアニリンが溶け, 下層にはナフタレンと安息香酸が塩となって溶け

ている｡

② 上層にはアニリンとナフタレンが溶け, 下層には安息香酸が塩となって溶け

ている｡

③ 上層には安息香酸とナフタレンが溶け, 下層にはアニリンが塩となって溶け

ている｡

④ 上層には安息香酸が溶け, 下層にはアニリンとナフタレンが塩となって溶け

ている｡

⑤ 上層にはアニリンが塩となって溶け, 下層にはナフタレンと安息香酸が溶け

ている｡
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図 ２

分液漏斗

上層
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